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目的
・「静岡どぼくらぶ」をプラットフォームとした共創の仕組みを構築。
（どぼくらぶ実行委員会の立ち上げ ⇒ どぼくらぶ協議会：自立組織体への発展を目指す）
・土木の産学官が一堂に集い、共創による課題解決を考える場を創出。
・地域建設業界・スタートアップ・学生をマッチングして共創を実現。
（新技術交流イベントをバージョンアップしてマッチングや課題解決の場に発展）

令和8年度に設立10年目を迎える「静岡どぼくらぶ」は、広報の枠を超え、産学官が連携して建設
業界の課題解決に取組む“共創のプラットフォーム”として、次の10年に向け拡大・発展を目指す。
共創を実践する場として「どぼフェス」を「新技術交流イベント」と融合して開催し、インフラ

マネジメントや担い手育成・確保、土木の魅力向上などについて情報を共有し、みんなで考えるこ
とで新たな連携とチャレンジを創出する。
多くの関係者が集い、つながりを確認し、さらに広げ、深め、それを高め合うことにより、

「相互扶助による共創の輪（和）」を構築することで、「DOBOCLUB」が「土木LOVE」になり、
産学官共創の見える化と機運醸成を進め、県民・社会への発信も含めて課題解決につなげていく。

「どぼフェス」
地域建設業も、建設スタートアップも、メーカーも、学生も、教授も、みんなつながる共創の輪

どぼフェス
つながりを

広げ・深め・高め合う

みんなで
集まって考える

（共創ってナニ？をみんなで理解）
（つながりを増やす場）
（みんなで考える場）

（モチベーション）
（シビックプライド）
（若手・女性交流）
（褒め称える場）

（土木キャリアイメージ）
（マッチング）

（みんなで情報発信）
（土木の魅力を再定義）
（インフラツーリズム）

（インフラ経営）
（郡マネ・包括管理）
（他業界の参入）

（マッチング）
（効率化・遠隔化）

祝 静岡どぼくらぶ１０周年

11月26日10～16時（予定）
静岡グランシップ
１階大ホール
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オープニング

１＜つながる＞「土木LOVE」の思いと取組みを広げる座談会（30分）

２＜つながる＞マッチング募集企画（出展者ＰＲタイム）（20分）
出展者によるPR （5分×4社）

３＜考える＞建設業の働き方改革を進めるには（内業）（30分）

４＜つながる＞どぼくらぶアワード（第１部）（40分）
優良工事・業務表彰の紹介とインタビュー （4件×5分）
建設工事統計調査表彰の紹介とインタビュー （5分）
技術研究発表会の入賞者紹介とインタビュー （5分）
このイベントでマッチングした人の紹介とインタビュー（2件×5分）

（休憩30分）

５＜考える＞インフラマネジメント実現の壁（課題）を知る（30分）

６＜考える＞建設業の未来像～地域を守り育むために～（30分）
まちづくりに取り組む４社とともに建設業の未来を探り皆で考える

７＜つながる＞学生が考えたドボク発表（20分）

８＜つながる＞どぼくらぶアワード（第２部）（30分）
建設業作文の受賞者紹介・作文の思いインタビュー （3名×5分）
各種学会等の表彰実績者の紹介とインタビュー （2件×5分）
建設業ヒーローの登場：動画紹介と本人インタビュー （2件×5分）

９＜つながる＞「僕が見たかった土木の現場」トーク＆撮影秘話（30分）

10＜つながる＞共創の輪を実現する新プロジェクト「どぼくらぶ宣言」
これを宣言したあなたは「土木ＬＯＶＥ」
～どぼくらぶのメンバーとして認めます！～

集合写真撮影
クロージング
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「どぼフェス」
地域建設業も、建設スタートアップも、メーカーも、学生も、教授も、みんなつながる共創の輪

産学官の交流イベント（メインステージ）

祝 静岡どぼくらぶ１０周年

R5 R6 R7
出展者数 95社 111社 88社
来場者数 1,131人 1,180人 1,300人

メインステージでのプレゼン・ワークショップ 新技術ＰＲブースとメインステージが一連の会場

地域の大学生・高校生の来場多数の体験型新技術ＰＲ1,000人以上の来場者

先端技術・先端研究のブース展示（R7開催状況）

会場配置図

メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ

観客席
（140席）

先端技術出展
ブース

（１１０＋α）

入口

屋
外
展
示

屋
外
展
示

入口

入口

商談ブース



4


